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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
吸込口と吐出口を設け、架台等に搭載されたモータ軸に直結またはベルト駆動の駆動軸に
取付けられた遠心形ファンが内蔵されるファンケーシングと、このファンケーシングの反
吸込側に、前記駆動軸が貫通する軸孔を有し、前記ファンケーシングの吐出口の方向が多
段階に可変できるように前記ファンケーシングを取付ける形状で前記架台等に立設される
ファンケーシングベースとを備え、前記ファンケーシングの反吸込側側板に、前記軸孔よ
り大径に設けられた円形状の支持孔と、この支持孔に内接するように前記ファンケーシン
グベースに設けられる複数本の支持ボルトとを設け、前記ファンケーシングの方向変換時
にファンケーシングを回動自在に支持することのできる遠心形送風機。
【請求項２】
ファンケーシングベースに、駆動軸心と同心円周上に設けられた円弧状の角度規制長孔と
、この角度規制長孔を貫通してファンケーシングに設けられた角度規制ボルトと、この角
度規制ボルトに螺合されたＷナットとを設け、このＷナットを角度規制長孔に摺動可能に
固定してファンケーシング回動時の軸方向の動きを制限した請求項１記載の遠心形送風機
。
【請求項３】
ファンケーシングベースに設けられた角度規制長孔の外方位置の同心円周上に同一間隔を
おいて設けられた複数の角度調節孔と、この角度調節孔と対向する位置のファンケーシン
グに設けられた角度調節ねじ部とを設け、前記角度調節孔に嵌挿した角度調節ボルトを前
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記角度調節ねじ部に螺合しファンケーシングの吐出方向を変換することのできる請求項１
または２記載の遠心形送風機。
【請求項４】
ファンケーシングベースに設けられた角度規制長孔を、軸心より上方側に軸心距離が短か
く同心円周上に円弧状に形成された上方側の角度規制長孔と、この角度規制長孔と対向す
る下方側に軸心距離が長く同心円周上で円弧状に形成された下方側の角度規制長孔とに配
設し、両方の長孔を貫通しファンケーシングに設けた角度規制ボルトとこの長孔に摺動さ
れる様に角度規制ボルトに螺合したＷナットで長孔を摺動可能にし、ファンケーシングの
角度変位の際、ファンケーシングのオーバハング荷重を受ける角度規制ボルトを駆動軸の
上下に配して偏荷重を分散して低減させることにより軽やかに回動することができる請求
項１、２または３記載の遠心形送風機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、遠心形ファンを内蔵したファンケーシングの吐出口の方向をファンケーシング
を回動させて変換できる遠心形送風機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の遠心形送風機として図６および、図７に示すものを出願人は先に開発して
いた。以下、その構成について図６および図７を参照しながら説明する。
【０００３】
図に示すように、軸貫通部１０１の同心円上に設けられた複数の取付けねじ孔１０２を用
い、スクロールケーシング１０３の反吸込み側側板１０４を取付ベース１０５に取付ねじ
１０６により取付け、取付ベース１０５の軸貫通部１０７にスクロールケーシング１０３
の方向に突出する筒状突出部１０８を設け、反吸込み側側板１０４の軸貫通部１０１を筒
状突出部１０８にはめ込み構成していた。
【０００４】
そして、スクロールケーシング１０３を固定している取付ねじ１０６を取外すことにより
軸貫通部１０７に設けた取付ベース１０５の筒状突出部１０８を介してスクロールケーシ
ング１０３を回動し、スクロールケーシング１０３の吐出口１０９を所定の方向に向けス
クロールケーシング１０３を取付ベース１０５に取付ねじ１０６で固定していた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
このような従来の遠心形送風機では、取付ベース１０５に筒状突出部１０８を設け、スク
ロールケーシング１０３の反吸込み側側板１０４に設けた軸貫通部１０１を嵌挿し支持す
るようにしていたので、スクロールケーシング１０３を支持するために、取付ベース１０
５に筒状突出部１０８を溶接等により固定する必要があり、コスト高になるという課題が
あり、特殊な形状の部材および、溶接加工等の必要をなくし、コスト低減を図ることが要
求されている。
【０００６】
また、筒状突出部１０８と軸貫通部１０１とは面接触状態となるのでスクロールケーシン
グ１０３の吐出口１０９の方向を変換するため回動するときには、大きな労力を必要とす
る課題があり、吐出口１０９の方向変換時にスクロールケーシング１０３が軽やかに回動
できるようにすることが要求されている。
【０００７】
本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、コストを低減することができる
とともに、吐出口の方向変換時にファンケーシングが軽やかに回動できる遠心形送風機を
提供することを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
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本発明の遠心形送風機は上記目的を達成するために、吸込口と吐出口を設け、架台等に搭
載されたモータ軸に直結またはベルト駆動の駆動軸に取付けられた遠心形ファンが内蔵さ
れるファンケーシングと、このファンケーシングの反吸込側に、前記駆動軸が貫通する軸
孔を有し、前記ファンケーシングの吐出口の方向が多段階に可変できるように前記ファン
ケーシングを取付ける形状で前記架台等に立設されるファンケーシングベースとを備え、
前記ファンケーシングの反吸込み側側板に、前記軸孔より大径に設けられた円形状の支持
孔と、この支持孔に内接するように前記ファンケーシングベースに設けられる複数本の支
持ボルトとを設け、前記ファンケーシングの方向変換時にファンケーシングを回動自在に
支持することのできる構成としたものである。
【０００９】
本発明によれば、コストを低減することができるとともに、吐出口の方向変換時にファン
ケーシングが軽やかに回動できる遠心形送風機が得られる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明は、吸込口と吐出口を設け、架台等に搭載されたモータ軸に直結またはベルト駆動
の駆動軸に取付けられた遠心形ファンが内蔵されるファンケーシングと、このファンケー
シングの反吸込側に、前記駆動軸が貫通する軸孔を有し、前記ファンケーシングの吐出口
の方向が多段階に可変できるように前記ファンケーシングを取付ける形状で前記架台等に
立設されるファンケーシングベースとを備え、前記ファンケーシングの反吸込側側板に、
前記軸孔より大径に設けられた円形状の支持孔と、この支持孔に内接するように前記ファ
ンケーシングベースに設けられる複数本の支持ボルトとを設け、前記ファンケーシングの
方向変換時にファンケーシングを回動自在に支持することのできる構成としたものであり
、ファンケーシングを回動自在に支持するための部材として複数本の支持ボルトを使用す
るため、従来のように取付ベースに筒状突出部を設ける場合と比較してコストを低減する
ことができるとともに、複数本の支持ボルトによる線接触状態で支持されることによりフ
ァンケーシングの回動を軽やかに行うことができるという作用を有する。
【００１１】
また、ファンケーシングベースに、駆動軸心と同心円周上に設けられた円弧状の角度規制
長孔と、この長孔を貫通してファンケーシングに設けられた角度規制ボルトと、この角度
規制ボルトに螺合されたＷナットとを設け、このＷナットを長孔に摺動可能に固定してフ
ァンケーシング回動時の軸方向の動きを制限したものであり、ファンケーシングが一定範
囲以上回動することが規制できるとともに、Ｗナットによりファンケーシングがファンケ
ーシングベースより遠ざかり支持ボルトより離脱するという危険性を防止できるという作
用を有する。
【００１２】
また、ファンケーシングベースに設けられた角度規制長孔の外方位置の同心円周上に同一
間隔をおいて設けられた複数の角度調節孔と、この角度調節孔と対向する位置のファンケ
ーシングに設けられる角度調節ねじ部とを設け、前記角度調節孔に嵌挿した角度調節ボル
トを前記角度調節ねじ部に螺合しファンケーシングの吐出方向を変換することのできる構
成としたものであり、吐出口の方向を変換するために角度調整ボルトを取外してもファン
ケーシングの脱落が防止できるとともに、ファンケーシングを簡単な構造で確実に所定の
角度に変換することができるという作用を有する。
【００１３】
また、ファンケーシングベースに設けられた角度規制長孔を、軸心より上方側に軸心距離
が短かく同心円周上に円弧状に形成された上方側の角度規制長孔と、この角度規制長孔と
対向する下方側に軸心距離が長く同心円周上で円弧状に形成された下方側の角度規制長孔
とに配設し、両方の長孔を貫通しファンケーシングに設けた角度規制ボルトとこの長孔に
摺動される様に角度規制ボルトに螺合したＷナットで長孔を摺動可能にし、ファンケーシ
ングの角度変位の際、ファンケーシングのオーバハング荷重を受ける角度規制ボルトを駆
動軸の上下に配して偏荷重を分散して低減させることにより軽やかに回動することができ
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る構成としたものであり、吐出口の方向変換時にファンケーシングが軽やかに回動できる
とともに、ファンケーシングベースの上方側部分の強度が低下することを防止できるとい
う作用を有する。
【００１４】
以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【００１５】
（実施例）
【実施例１】
図１～図５に示すように、吸込口１と吐出口２を設け、架台３等に搭載されるモータ４の
駆動軸５に取付けられた遠心形ファン６が内蔵されるスクロール形状のファンケーシング
７と、ファンケーシング７の反吸込側に駆動軸５の貫通する軸孔９を設け、ファンケーシ
ング７の吐出口２の方向が多段階に可変できるようにファンケーシング７を取付ける形状
で架台３に立設されるファンケーシングベース１０とを設け、ファンケーシング７の反吸
込側側板８に、軸孔９より大径に設けられた円形状の支持孔１１を設け、支持孔１１に内
接するようにファンケーシングベース１０に複数本の支持ボルト１２を設け、ファンケー
シング７の方向変換時にファンケーシング７を回動自在に支持する。
【００１６】
そして、ファンケーシングベース１０に駆動軸心と同心円周上に円弧状に設けられた角度
規制長孔１３を、駆動軸心より上方側において軸心距離が短かい位置に円弧状に形成され
た上方側の角度規制長孔１３ａと、この上方側の角度規制長孔１３ａと対向する下方側に
、軸心距離が長い位置に円弧状に形成された下方側の角度規制長孔１３ｂとに配設し、上
方側の角度規制長孔１３ａおよび下方側の角度規制長孔１３ｂの各々を別々に貫通してフ
ァンケーシング７に設けられた角度規制ボルト１４に螺合されたＷナット１５を設け、こ
のＷナット１５を角度規制長孔１３に摺動可能に固定してファンケーシング７回動時の軸
方向の動きを制限する。
【００１７】
また、ファンケーシングベース１０に設けられた上方側の角度規制長孔１３ａおよび、下
方側の角度規制長孔１３ｂの外方位置の同心円周上に同一間隔をおいて複数の角度調節孔
１６を設け、角度調節孔１６と対向する位置のファンケーシング７に角度調節ねじ部１７
を設け、角度調節孔１６を嵌挿した角度調節ボルト１８を角度調節ねじ部１７に螺合しフ
ァンケーシング７をファンケーシングベース１０に取付けるように設け、上方側の角度規
制長孔１３ａと下方側の角度規制長孔１３ｂの終端部の位置間隔Ａと下方側の角度規制長
孔１３ｂと角度調節ボルト１８との位置間隔Ｂを図５に示すようにほぼ同一寸法に形成し
構成する。
【００１８】
上記構成において、ファンケーシング７の吐出口２の方向を変換するときには、ファンケ
ーシング７に設けた角度調節ねじ部１７に螺合している角度調節ボルト１８を緩め取外し
、ファンケーシング７を、支持孔１１を介しファンケーシングベース１０に設けた複数本
の支持ボルト１２に内接した状態で所望の方向に回動し、吐出口２の方向を変換する。こ
のとき、ファンケーシングベース１０に設けた角度規制長孔１３にファンケーシング７に
設けた角度規制ボルト１４が貫通し角度規制ボルト１４にＷナット１５が螺合されている
ことにより、ファンケーシング７を回動する範囲が規制されるとともに、Ｗナット１５に
よりファンケーシング７がファンケーシングベース１０より遠ざかり、ファンケーシング
７を回動自在に支持している支持ボルト１２より離脱することが防止される。
【００１９】
そして、吐出口２の方向を変換したのち、角度調節ボルト1８をファンケーシング７に設
けた角度調節ねじ部１７に螺合して、ファンケーシングベース１０にファンケーシング７
を固定する。
【００２０】
このように本発明の実施例1の遠心形送風機によれば、ファンケーシング７の反吸込側側
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板８に設けた支持孔１１に内接するようにファンケーシングベース１０に複数本の支持ボ
ルト１２を設けたので、支持孔１１と支持ボルト１２は点接触状態となり吐出口２の方向
を変換するときにファンケーシング７を回動する操作を軽やかに行うことができるととも
に、従来のようにファンケーシングに筒状突出部を溶接等で固定し設ける場合に比較して
構造を簡単にすることができ、部材のコストおよび加工費等を安くすることができる。
【００２１】
また、ファンケーシングベース１０に設けた円弧状の角度規制長孔１３にファンケーシン
グ７に設けた角度規制ボルト１４を通しＷナット１５を螺合したので、ファンケーシング
７が一定範囲以上回動することが規制されるとともに、Ｗナット１５によりファンケーシ
ング７がファンケーシングベース１０より遠ざかり支持ボルト１２より離脱するという危
険性を防止できる。
【００２２】
また、ファンケーシングベース１０に設けられた角度規制長孔１３の外方位置の同心円周
上に同一間隔をおいて角度調節孔１６を設け、ファンケーシング７に設けた角度調節ねじ
部１７に角度調節孔１６を挿通した角度調節ボルト１８を螺合するようにしたので、吐出
口２の方向を変換するために角度調節ボルト１８を取外しても角度規制長孔１３に設けた
角度規制ボルト１４とＷナット１５によりファンケーシング７が脱落することが防止され
ているので、角度調節作業の安全性が高められる。
【００２３】
また、ファンケーシングベース１０に設けられた角度規制長孔１３を、軸心より上方側に
軸心距離が短かく同心円周上に円弧状に形成された上方側の角度規制長孔１３ａと、この
角度規制長孔１３ａと対向する下方側に軸心距離が長く同心円周上で円弧状に形成された
下方側の角度規制長孔１３ｂとに配設し、両方の長孔を貫通しファンケーシング７に設け
た角度規制ボルト１４とこの長孔に摺動される様に角度規制ボルト１４に螺合したＷナッ
ト１５で長孔を摺動可能にし、ファンケーシング７の角度変位の際、ファンケーシング７
のオーバハング荷重を受ける角度規制ボルト１４を駆動軸５の上下に配して偏荷重を分散
して低減させることにより軽やかに回動することができる構成としたので、吐出口２の方
向変換時にファンケーシング７が軽やかに回動できるとともに、ファンケーシングベース
１０の上方側部分の強度が低下することを防止できる。
【００２４】
【発明の効果】
以上の実施例から明らかなように、吸込口と吐出口を設け、架台等に搭載されたモータの
駆動軸に取付けられた遠心形ファンが内蔵するファンケーシングと、このファンケーシン
グの反吸込側に前記駆動軸が貫通する軸孔を有し、前記ファンケーシングの吐出口の方向
が多段階に可変できるように前記ファンケーシングを取付ける形状で前記架台等に立説さ
れるファンケーシングベースとを備え、前記ファンケーシングの反吸込側側版に前記軸孔
より大径に設けられる円形状の支持孔と、この支持孔に内接するように前記ファンケーシ
ングベースに設けられる複数本の支持ボルトとを設け、前記ファンケーシングの方向変換
時にファンケーシングを回動自在に支持するので、ファンケーシングの回動操作が軽やか
にできるとともに、コストの低減を図ることのできる遠心形送風機を提供できる。
【００２５】
また、ファンケーシングベースに軸心と同心円周上に設けられる円弧状の角度規制長孔と
、この長孔を貫通し摺動する形状でファンケーシングに設けられる角度規制ボルトと、こ
の角度規制ボルトに螺合されるＷナットとを設けたので、ファンケーシングの脱落を防止
することができる。
【００２６】
また、ファンケーシングベースに設けられる角度規制長孔の外方位置の同心円周上に同一
間隔をおいて設けられる複数の角度調節孔と、この角度調節孔と対向する位置のファンケ
ーシングに設けられる角度調節ねじ部とを設け、前記角度調節孔に嵌挿した角度調節ボル
トを前記角度調節ねじ部に螺合し、ファンケーシングの吐出方向を変換するので、ファン
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ケーシングの脱落を防止しながらファンケーシングを簡単な構造で確実に所定の角度に変
換することができる。
【００２７】
また、ファンケーシングベースに設けられる角度規制長孔を、軸心より上方側において、
軸心距離が短く同心円周上に円弧状に形成される上方側の角度規制長孔と、この角度規制
長孔と対向する下方側に、軸心距離が長く同心円周上で円弧状に形成される下方側の角度
規制長孔とに配設し、両方の長孔を貫通しファンケーシングに設けた角度規制ボルトとこ
の長孔に摺動される様に角度規制ボルトに螺合したＷナットで長孔を摺動可能にし、ファ
ンケーシングの角度変位の際、ファンケーシングのオーバハング荷重を受ける角度規制ボ
ルトを駆動軸の上下に配して偏荷重を分散して低減させることにより軽やかに回動するこ
とができる構成としたので、吐出口の方向変換時にファンケーシングが軽やかに回動でき
るとともに、ファンケーシングベースの上方側部分の強度が低下することを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１の遠心形送風機のファンケーシングの支持状態を示す断面図
【図２】同遠心形送風機の構成を示す斜視図
【図３】同遠心形送風機のファンケーシングを支持したファンケーシングベース部分の側
面図
【図４】同遠心形送風機の角度規制ボルトとＷナットの取付部分を示す断面図
【図５】同遠心形送風機の角度規制長孔と角度調節ボルトの関係を示す部分拡大図
【図６】従来の遠心形送風機の構成を示す断面図
【図７】同遠心形送風機の構成を示す断面図
【符号の説明】
１　吸込口
２　吐出口
３　架台
４　モータ
５　駆動軸
６　遠心形ファン
７　ファンケーシング
８　反吸込側側板
９　軸孔
１０　ファンケーシングベース
１１　支持孔
１２　支持ボルト
１３　角度規制長孔
１３ａ　上方側の角度規制長孔
１３ｂ　下方側の角度規制長孔
１４　角度規制ボルト
１５　Ｗナット
１６　角度調節孔
１７　角度調節ねじ部
１８　角度調節ボルト
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